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桜
の
通
り
抜
け
の
ま
ち 

大
阪
造
幣
局
・
造
幣
博
物
館 

桜
の
開
花
が
始
ま
っ
た
、

３
月
２２
日
に
大
阪
造
幣
局
本

局
・
造
幣
博
物
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
造
幣
局
の
中
は
、
ス
タ

ッ
フ
の
山
口
さ
ん
が
丁
寧
に
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

造
幣
博
物
館
の
方
は
、
各
ブ
ー

ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
お
聞
き

し
丁
寧
に
説
明
を
し
て
頂
き
、

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

大
阪
市
北
区
天
満 

大
川
を
挟
ん
で
上
町
台
地
の

北
に
位
置
す
る
天
満
は
、
天
満

砂
堆
と
呼
ば
れ
る
微
高
地
の
南

端
に
あ
た
り
、
淀
川
が
氾
濫
し

て
も
水
没
を
免
れ
る
平
地
と
し

て
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。 

現
在
は
大
阪
天
満
宮
の
摂
社

と
な
っ
て
い
る
大
将
軍
社
は
、

白
雉
3
年(

652
年)

に
遷
都
さ

れ
た
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
鎮
護

社
と
し
て
創
建
さ
れ
た
神
社
で

す
。
延
喜
元
年(

901
年)

に
菅
原

道
真
が
大
将
軍
社
を
参
拝
し
、

の
ち
に
天
満
宮
と
な
っ
た
。 

大
阪
造
幣
局 

造
幣
局
は
、近
代
国
家
と
し
て

の
貨
幣
制
度
の
確
立
を
図
る
た

め
、
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
大

阪
の
現
在
地
に
創
設
さ
れ
、
明

治
４
年
４
月
４
日
に
創
業
式
を

挙

行
い
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的

な
洋
式
設
備
に
よ
っ
て
貨
幣

の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。 

そ
の
頃
我
が
国
で
は
、
機
械

力
を
利
用
し
て
行
う
生
産
工

業
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
大
型
の
機
械
設
備
は
輸

入
す
る
と
し
て
も
、
貨
幣
製
造

に
必
要
な
各
種
の
機
材
の
多

く
は
自
給
自
足
す
る
よ
り
ほ

か
な
か
っ
た
の
で
、
硫
酸
、
ソ

ー
ダ
、
石
炭
ガ
ス
、
コ
ー
ク
ス

の
製
造
や
電
信
・
電
話
な
ど
の

設
備
並
び
に
天
秤
、
時
計
な
ど

の
諸
機
械
の
製
作
を
す
べ
て

局
内
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
事
務
面
で
も
自
製
イ
ン

ク
を
使
い
、
我
が
国
は
じ
め
て

の
複
式
簿
記
を
採
用
し
、
さ
ら

に
風
俗
面
で
は
、
断
髪
、
廃
刀
、

洋
服
の
着
用
な
ど
を
率
先
し

て
実
行
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
造
幣
局
は
、

明
治
初
年
に
お
け
る
欧
米
文

化
移
植
の
先
駆
者
と
し
て
、
我

が
国
の
近
代
工
業
及
び
文
化

の
興
隆
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
の
で
、
大
阪
市
が
今
日

我
が
国
商
工
業
の
中
心
と
し

て
隆
盛
を
見
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
造
幣
局
に
負
う
と
こ

ろ
が
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
造
幣
局
は
、
貨
幣

の
製
造
の
ほ
か
、
時
代
の
要
請

に
こ
た
え
て
勲
章
・
褒
章
及
び

金
属
工
芸
品
等
の
製
造
、
地

金
・
鉱
物
の
分
析
及
び
試
験
、

貴
金
属
地
金
の
精
製
、
貴
金
属

製
品
の
品
位
証
明
（
ホ
ー
ル
マ

ー
ク
）
な
ど
の
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
１５
年
４
月
１

日
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
造
幣

局
と
な
り
ま
し
た
。 

造
幣
博
物
館 

造
幣
博
物
館
は
、
明
治
４

年
（1911

年
）
に
火
力
発
電
所

と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、

造
幣
局
構
内
に
残
る
唯
一
の

明
治
時
代
の
レ
ン
ガ
造
り
の

西
洋
風
建
物
で
す
。 

昭
和
４４
年
（1969

年
）
に
建

物
の
保
存
を
図
り
、
当
局
が
保

管
し
て
い
た
貴
重
な
貨
幣
な

ど
を
一
般
公
開
し
、
造
幣
事
業

を
紹
介
す
る
た
め
当
時
の
外

観
を
そ
の
ま
ま
に
改
装
し
、

「
造
幣
博
物
館
」
と
し
て
開
館

し
ま
し
た
。 

平
成
２０
年
（2008

年
）
よ

り
「
人
に
優
し
い
博
物
館
、
環

境
に
配
慮
し
た
博
物
館
、
魅
せ

る
博
物
館
」
を
目
指
し
、
展
示

や
設
備
に
最
新
の
手
法
を
導

入
し
大
改
装
を
行
い
、
平
成

２１
年
（2009

年
）
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。 

「
旧
造
幣
寮
」
が
国
の
文
化
財

史
跡
指
定
に 

文
部
科
学
省
は
、
平
成
27

年
9
月
9
日
付
で
大
阪
市

北
区
天
満
１
丁
目
及
び
同
区

天
満
橋
１
丁
目
に
所
在
す
る

「
旧
造
幣
寮
」
が
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
の
造
幣
局
が
管
理
す

る
も
の
と
し
て
は
、「
造
幣
局

旧
正
門
建
物
（
詰
所
）」、「
ガ

ス
燈
」、「
造
幣
局
用
地
境
界
石

標
」、「
淀
川
河
畔
の
護
岸
石
垣
」

が
国
の
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。  

桜
ノ
宮
公
会
堂 

（
桜
ノ
宮
公
園
内
） 

昭
和
8
年
竣
工
、旧
造
幣

寮
の
正
面
玄
関
を
移
築
し
て

作
ら
れ
た
建
物
で
重
要
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
た
大
阪
最

古
の
建
築
物
。
内
観
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
平
成
25

年
（2013

年
）
4
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
明
治
天

皇
記
念
館
と
し
て
も
使
用
さ

れ
、
入
口
に
は
当
時
の
金
庫

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

旧
造
幣
寮
鋳
造
所
正
面
玄
関

は
、
造
幣
寮
（
現
：
造
幣
局
）

の
金
銀
貨
幣
鋳
造
所
の
正
面

玄
関
を
移
築
保
存
し
た
建
築

物
で
す
。 

国
指
定
の
重
要
文
化
財
。

隣
接
す
る
泉
布
観
と
と
も
に
、

現
存
の
近
代
建
築
と
し
て
は
、

日
本
で
最
も
古
い
も
の
の
ひ

と
つ
で
す
。 

泉
布
観
（
せ
ん
ぷ
か
ん
） 

明
治
4
年
（1871

年
）

に
造
幣
寮
（
現
在
の
造
幣
局
）

の
応
接
所
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。
設
計
者
は
ト
ー
マ
ス
・

ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
。
完
成
の
翌

年
に
明
治
天
皇
が
行
幸
し
、

貨
幣
を
意
味
す
る
「
泉
布
」

と
館
を
意
味
す
る
「
観
」
か

ら
泉
布
観
と
命
名
さ
れ
た
。 

明
治
天
皇
自
身
も
3
回

も
訪
れ
、
皇
族
や
外
国
の
要

人
を
数
多
く
迎
え
た
。 

造幣局内の満開の桜 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

２０１８年４月度行事予定 

ＶＧ槻輪年次総会開催 

“会員親睦会” 

月 日：2018 年４月１９日（木） 

総会会場：真上公民館 10:00～11:30 

親睦会場：冨美や    12:00 から 

そ の 他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

２０１８年５月度行事予定 

自然と歴史文化が調和しやすらぎのまち 

石清水八幡宮昇殿参拝・見学 
月 日：2018 年５月１7 日（木） 

集 合：京阪八幡市駅 改札出口 ９：２０ 

内 容：石清水八幡宮参拝・散策 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

造幣局見学前の説明風景 

旧正門内にある 

ガス燈 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E7%94%BA%E5%8F%B0%E5%9C%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B7%80%E5%B7%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%91%82%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%91%82%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%91%82%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E9%9B%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E9%9B%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%A3%E6%B3%A2%E9%95%B7%E6%9F%84%E8%B1%8A%E7%A2%95%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%B6%E5%96%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%85%E5%8E%9F%E9%81%93%E7%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%85%E5%8E%9F%E9%81%93%E7%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%85%E5%8E%9F%E9%81%93%E7%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%BA%80%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A0%E5%B9%A3%E5%B1%80_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8D%E8%A6%81%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%89%E5%B8%83%E8%A6%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/1871%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A0%E5%B9%A3%E5%B1%80_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%8C%E5%B9%B8

